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（写真）与党国会 “ホルヘ・ロドリゲス国会議長 選挙法改定議論のため全政党を１０月３日に召集” 

 

 

２０２４年９月３０日（月曜） 

 

政 治                     

「伯・コロンビア マドゥロ政権と対話再開模索 

～メキシコは仲裁模索から離脱か～」 

「検察庁 亜政府関係者の指名手配を拡大」 

「マドゥロ政権 MCM 氏護衛２名を拘束」 

「MCM 氏 ヴァーツラフ・ハヴェル人権賞受賞」 

経 済                     

「トルコと原油・ガスの共同プロジェクトを検討」 

「公定・並行レートの為替差が１８．７％に拡大」 

社 会                     

「学校 ９月３０日から新学年始まる」 

２０２４年１０月１日（火曜） 

 

政 治                    

「国会議長 １０月３日に政党関係者と協議 

～２５年の選挙に向けて選挙法改定議論～」 

「MCM 氏 亡命の噂を否定」 

経 済                    

「米国 Chevron の制裁ライセンスを更新 

～ベネズエラ 米国３番目の原油輸出国に～」 

「ベネズエラ 世界カカオ生産シェアの０．６％」 

「SENIAT ９月の徴税額は約１０．５億ドル」 

社 会                    

「１０月１日からクリスマスシーズン開始」 
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２０２４年９月３０日（月曜）             

政 治                       

「伯・コロンビア マドゥロ政権と対話再開模索    

     ～メキシコは仲裁模索から離脱か～」       

 

大統領選の票操作疑惑を受けて、当初マドゥロ政権と比

較的友好的な関係を維持しているブラジル・コロンビ

ア・メキシコの３カ国代表が仲裁を模索していたが、8

月中旬頃からこの試みが暗礁に乗り上げていた。 

 

しかし、国連総会をきっかけに再び仲裁を試みる動きが

再開している。 

 

９月３０日 ルラ大統領は、ベネズエラ問題について言

及。 

「私はベネズエラが通常の民主主義に戻ることに強い

関心がある」「ベネズエラとは１６００キロも国境を接

している国であり、友好的な関係を維持することを望ん

でいる」「別の言い方をすると、我々は民主的な対話を

再開する必要がある」 

との見解を示した。 

 

なお、１０月１日にメキシコで Claudia Sheinbaum 大統

領が就任した。今後、ブラジル・コロンビア・メキシコ

の大統領がベネズエラ問題について議論する予定があ

るという。 

 

ただし、前号「ベネズエラ・トゥデイ No.1122」で紹介

した通り、メキシコの Alicia Bárcena 外相は 

「国際社会は、ベネズエラ国民に対して、一定の主権を 

認識し、ベネズエラ国民自身で物事を決めさせるべきだ 

と考えている」「我々は他国の内政不干渉を原則として 

おり、他国の主権を尊重する」と言及。 

 

ベネズエラ問題への介入に消極的な姿勢を示している。 

 

ペトロ大統領は、Bárcena 外相の発言について、記者か

ら質問を受けると、 

「メキシコは内政不干渉の原則に従い、ベネズエラの議

論から離れることができる」と回答。 

 

メキシコが仲裁の模索から離脱することを容認する考

えを示した。 

 

「検察庁 亜政府関係者の指名手配を拡大」         

 

タレク・ウィリアム・サアブ検事総長は、アルゼンチン

で差し押さえられていた国営航空会社「Emtrasur」の機

体 Boeing７４７が、米国に引き渡された件に関して、

アルゼンチンのミレイ政権関係者に追加で逮捕要請を

出した。 

 

マドゥロ政権は、アルゼンチンの Javier Milei 大統領、

Karina Milei 大統領府長官（Milei 大統領の妹）、Patricia 

Bullrich 治安相の逮捕要請を発出していた（「ベネズエ

ラ・トゥデイ No.1121」）。 

 

追加で逮捕要請が出されたのは、Boeing７４７の差し押

さえに許可を出した Cecilia Incardona 検事、米国への

引 き 渡 し に 許 可 を 出 し た ア ル ゼ ン チ ン 裁 判 所 の

Federico Villena 判事。 

 

他にも Boeing７４７に搭乗していたベネズエラ人らの

拘束、Boeing７４７の差し押さえ、米国への Boeing７

４７引き渡しに関与した関係者６名を加えて、併せて１

１名を国際指名手配にするという。 

 

サアブ検事総長は、これら１１名について 

「泥棒、マネーロンダリング、不当な自由の拘束、集団

での犯罪画策」などの犯罪に該当すると指摘している。 

 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/dadafc884b84cc5d005e242462fd1293.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/b8759f5c9c1f47f4a6cf9af2c5ef0529.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/b8759f5c9c1f47f4a6cf9af2c5ef0529.pdf
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「マドゥロ政権 MCM 氏護衛２名を拘束」                  

 

９月２９日 野党のリーダーであるマリア・コリナ・マ

チャド氏の護衛を務めていた Milciades Ávila 氏（マチ

ャド氏のセキュリティ対策長）、Edwin Moya 氏（護衛チ

ームのメンバー）がマドゥロ政権に拘束された。 

 

Milciades Ávila 氏は、７月１６日に与党支持者と争い

「女性への暴行」を理由に拘束されたことがあるが、拘

束から３６時間後に解放された（「ベネズエラ・トゥデ

イ No.1091」）。 

 

両名がどこで拘留されているか分かっていないようで、

「統一プラットフォーム（PUD）」は、マドゥロ政権に

対して両名の所在を明らかにするよう要請した。 

 

 

（写真）Vente Venezuela 

 

「MCM 氏 ヴァーツラフ・ハヴェル人権賞受賞」                  

 

マリア・コリナ・マチャド氏（以下、MCM）は、欧州

議会が毎年選定しているヴァーツラフ・ハヴェル人権賞

を受賞した。 

 

授賞式は９月３０日に実施された。 

MCM 氏は授賞式に出席できなかったため、MCM 氏の

娘である Ana Corina Sosa 氏が代理で授賞式に出席した。 

 

なお、ヴァーツラフ・ハヴェル人権賞をラテンアメリカ

出身者が受賞したのは、同賞が始まった２０１３年以来、

MCM 氏が初めてだという。 

 

Theodoros Rousopoulos 欧州議会議長は、MCM 氏が授

賞式に出席できないことを残念に思うとコメント。 

同時に MCM 氏が、政治的な抑圧に負けずベネズエラ

の民主主義と人権を擁護するために戦っていることを

称賛した。 

 

経 済                        

「トルコと原油・ガスの共同プロジェクトを検討」           

 

デルシー・ロドリゲス石油相（兼副大統領）は、トルコ

（アンカラ）を訪問し、同国の Alparslan Bayraktar エネ

ルギー・天然資源相と面談。 

 

両国で原油・ガスの新たな共同プロジェクトを検討する

ことで合意した。 

 

ロドリゲス石油相は、 

「ベネズエラは世界一の原油埋蔵量を誇る国であり、ト

ルコは産業・科学分野で高い技術力を誇っている」 

「トルコとベネズエラでは相互補完できるテーマが多

い」と指摘。両国の経済関係を更に発展させることに意

欲を示した。 

 

なお、９月２５日～２８日にかけてベネズエラではトル

コ・ベネズエラビジネス展示会が開催され、３０社超の

トルコ企業が参加していた（「ベネズエラ・トゥデイ

No.1121」）。 

 

 

 

 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/2fc6104ae6f0e72c7c0596f387ff7347.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/2fc6104ae6f0e72c7c0596f387ff7347.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/b8759f5c9c1f47f4a6cf9af2c5ef0529.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/b8759f5c9c1f47f4a6cf9af2c5ef0529.pdf
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「公定・並行レートの為替差が１８．７％に拡大」                  

 

９月３０日時点の公定レートは、３６．９２ボリバル／

ドル。 

 

一 方 、 同 日 付 の 並 行 レ ー ト 参 照 サ イ ト の

「@EnParaleloVzla」の並行レートは、４３．７８ボリ

バル／ドル。両者には１８．５８％の乖離が生じている。 

 

９月に入ってから両者の差が大きく拡大しており、危険

水準にあると言える。 

 

５月に入ってから中央銀行による為替市場への介入は

減少傾向にあり、公式な両替システム「両替テーブル」

の外貨供給量が不足気味だという。 

 

現地経済調査会社「Síntesis Financiera」の Tamara 

Herrera 代表によると、「両替テーブル」の外貨供給量の

４０％は Chevron によるもので、同社の外貨供給量は

為替レートを支える重要な要素になっているという。 

 

「ウィークリーレポート No.375」でも触れたが、仮に

外国企業の制裁ライセンスが撤回されるようなことが

あれば、ボリバル安が加速し、安定していた物価が再び

高騰する懸念がある。 

 

社 会                        

「学校 ９月３０日から新学年始まる」           

 

ベネズエラは日本と違い秋から新学年が始まる。 

９月３０日 ベネズエラで新学年（２０２４―２５期）

が始まった。 

 

「ベネズエラ教員連合（FVM）」の Carmen Teresa 

Márquez 代表は、ラジオ番組に出演。 

 

 

教員不足について言及した。 

 

Márquez 代表によると、ベネズエラの教員の多くは低賃

金を理由に仕事を辞め、国外に出ており、現在は必要と

する教員の６０％しか授業をしていないという。 

 

具体的な給料について、１４～１６年間教職に従事した

人の給料は月額５０６ボリバル（約１３．７ドル）だと

いう。また、政府から受け取る「経済戦争補助」が月額

３３２５ボリバル（約９０．０８ドル）。 

その他、各人の生活状況に応じて別途政府からの補助金

がある。 

 

「ベネズエラの教育は非常に懸念するべき状況にある」 

「我々は教員の労働組合として、これまでに何度も交渉

を行ってきた」 

「先週水曜日も教育省に行って、ロドリゲス教育相と協

議を行ってきた」「協議の合意事項を守るようエドゥア

ルド・ピニャテ労働相とも連絡を取っている」 

とコメントした。 

 

２０２４年１０月１日（火曜）              

政 治                       

「国会議長 １０月３日に政党関係者と協議        

   ～２５年の選挙に向けて選挙法改定議論～」        

 

１０月１日 ホルヘ・ロドリゲス国会議長は、「政治対

話」の開始を宣言。政党関係者に対して１０月３日に協

議を実施すると呼び掛けた。 

 

協議の目的は、２０２５年の選挙に向けて、現在の選挙

法の改定を検討すること。 

 

実施時期は決まっていないが、２０２５年は全国州知

事・市長選と国会議員選が予定されている。 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/8224e0862219e5bda68d9b2b813fc1ad.pdf
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２０２５年を過ぎると今後数年は公職選がなく、野党は

政治勢力を変えるタイミングを逸することになる。 

 

ロドリゲス国会議長は 

「我々の望みは、ベネズエラの公職選挙に２度と泥棒を

出馬させないこと」 

「外国による侵略を呼びかけるような候補者は存在し

てはいけない」との見解を示した。 

 

今後は国会で、選挙法改定を検討するための特別委員会

を発足し、同委員会が全政党と選挙法の改定に向けて協

議を行うという。 

 

同協議の対象は「全ての政党」としており、恐らく「野

党統一連合（MUD）」も含まれていることと思われるが、

MUD が同協議に参加するかは不明。 

 

MCM 氏の方針に従うのであれば、MUD は同協議に参

加氏なはずだが、仮に MUD が協議に参加するのであれ

ば、MCM 氏と足並みが揃っていないことになるだろう。 

 

「MCM 氏 亡命の噂を否定」           

 

９月２８日 マドゥロ大統領は、MCM 氏が米国に亡命

する準備をしていると言及していた（「ベネズエラ・ト

ゥデイ No.1122」）。 

 

１０月１日 この指摘について MCM 氏が反応。 

亡命準備を進めているとの指摘を否定した。 

 

また「この国を去るのはニコラス・マドゥロだ」 

「私は引き続きベネズエラ国民とともにいる」 

「マドゥロは、私に守りに入らせようとしている」 

「１月１０日にゴンサレス候補は大統領就任を宣誓す

ることになる」と主張した。 

 

 

（写真）@ConVzlaComando 

 

経 済                       

「米国 Chevron の制裁ライセンスを更新       

  ～ベネズエラ 米国３番目の原油輸出国に～」            

 

米国財務省の「外国資産管理局（OFAC）」は、制裁ライ

センス No.41 を更新した。 

 

同ライセンスは６カ月毎に自動的に更新されるもので、

OFAC がライセンス取り消しを発表しなかったので、自

動的に更新されたことになる。 

 

制裁ライセンス No.41 が更新されたことで、少なくと

も２０２５年４月まで Chevron はベネズエラ国内で産

油活動が許可されることになる。また、ベネズエラ産原

油・石油製品の調達及び輸出も可能になる。 

 

この制裁ライセンスの禁止事項として、PDVSA に原油・

石油製品の購入代金を支払うことが禁止されている（燃

料との物々交換などは可能とされる）。他、PDVSA に対

して配当金を支払うことも禁止されている。 

 

ホセ・イグナシオ・エルナンデス弁護士（グアイド暫定

政権下の行政監督長）は、「Chevron はマドゥロ政権へ

税金・ロイヤリティ支払いを行っているようだが、透明

性がない」と指摘している。 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/dadafc884b84cc5d005e242462fd1293.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/dadafc884b84cc5d005e242462fd1293.pdf
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このライセンスにより Chevron は２０２３年からベネ

ズエラ産原油を米国に輸出しており、輸出量は増加傾向

にある。 

 

「米国エネルギー情報局（EIA）」によると、２０２４年

7 月のベネズエラからの原油輸入量は日量３０．８万バ

レル。６月の日量２２．６万バレルから大きく増加した。 

 

米国の原油輸入相手国としては、 

１位のカナダ（日量４３７．３万バレル） 

２位のメキシコ（日量４１．３万バレル） 

に次いで、ベネズエラが３位となっている。 

 

なお、４位以降はサウジアラビア、ガイアナ、ブラジル、

コロンビアと続く。２０１７年に経済制裁を受ける以前

は日量７０万バレル超を輸出しており、産油量さえ増え

れば、輸出を増やす余地はまだあるだろう。 

 

 

 

（写真）Bancaynegocios 

 

「ベネズエラ 世界カカオ生産シェアの０．６％」         

 

ベネズエラでは１０月１日を「カカオの日」としている。 

 

「ベネズエラ全国カカオ生産者連合会（Asoprocave）」

の Álvaro López 氏は、カカオ産業の現状について言及。 

カカオ農家に対する融資や技術支援の拡大を求めた。 

 

López 氏によると、ベネズエラは世界のカカオ生産シェ

アの０．６％しか占めていないという。また、作付面積

では世界の１．２１％のシェアを占めているという。 

 

ベネズエラで採れるカカオ豆は遺伝子的に品質の高い

カカオで世界中のハイレベル層に好まれているが、実際

のところ作付けや技術面の問題が多く、融資や技術支援

が必要な状況にあるという。 

 

加えて、道路・電気・水などの公共インフラにも問題が

あり、生産過程に問題が生じていると指摘した。 

 

「SENIAT ９月の徴税額は約１０．５億ドル」         

 

「徴税庁（SENIAT）」は、２０２４年９月の徴税額につ

いて、３８８億８，８４０万４，７５６ボリバルだった

と発表した。 

 

９月３０日付の公定レート（３６．９２ボリバル／ドル）

で換算すると、１０億５，３３１万５，４０５ドルに相

当する。 

 

この徴税額は、ボリバル建てでみて２０２３年９月から

約２倍だという。なお、２３年９月末の公定レートは３

４．４３ボリバル／ドルで、現在とそこまで変わってい

なかったため、ドル建てで見ても徴税額が２倍近く増え

たことを意味する。 
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なお、徴税額として最も多かった項目は「所得税（ISLR）」

で、約１７３．２億ボリバル（約４．７億ドル）。 

 

次いで、「付加価値税（IVA）」が１２０．８億ボリバル

（約３．３億ドル）。 

「関税」が約６１億ボリバル（約１．７億ドル）。 

「その他税」が約３３．９億ボリバル（約０．９億ドル） 

だったという。 

 

社 会                       

「１０月１日からクリスマスシーズン開始」            

 

９月にマドゥロ大統領は、「２０２４年のクリスマスシ

ーズンを１０月１日からに早める」と宣言していた（「ベ

ネズエラ・トゥデイ No.1111」）。 

 

この宣言の通り、１０月１日からベネズエラのクリスマ

スシーズンが開始。全国各州の主要公園でクリスマスの

イルミネーションが始まった。なお、クリスマスイシー

ズンは２５年１月１５日まで続くという。 

 

また、マドゥロ政権によると、クリスマスを祝福するイ

ベントを多数行う予定だという。 

 

カラカスのクリスマスのシンボルと言えば、アビラ山に

点灯する巨大な十字架。真っ暗な山に巨大な十字架が浮

かび上がる光景はクリスマスの到来を印象付ける。 

 

ベネズエラ人にとってクリスマスは極めて重要な宗教

行事とされている。 

 

ベネズエラでは政治混乱が続いているが、クリスマスモ

ードに入ると国民の関心事項がクリスマスに移るため、

緊張感が減退するとされており、マドゥロ政権がクリス

マスシーズンを早めた理由と考えられている。 

 

 

＜カラカス アビラ山クリスマスイルミネーション＞ 

 

＜ポルトゥゲサ州 イルミネーション＞ 

 

＜ポルトゥゲサ州 イルミネーション＞ 

 

 

以上 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/073b7d36a6260e14ebcf764b6e337c40.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/073b7d36a6260e14ebcf764b6e337c40.pdf

